
JP  6247605  B2  2017.12.13

(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　躯体部分に圧縮力を付与するＰＣ構造物におけるＰＣ鋼材のセット量補正方法であって

、前記セット量補正方法は、前記ＰＣ鋼材の軸芯を対称中心とした形状の第１の薄板およ

び第２の薄板を組み合わせて使用し、前記第１の薄板および前記第２の薄板は前記軸芯を

中心とした所定の中心角の部分にそれぞれ複数の平面状の第１の支圧部および複数の平面

状の第２の支圧部を備え、前記第１の支圧部と前記第２の支圧部とが重なり合わない第１

の状態から、前記第１の薄板および前記第２の薄板の少なくともいずれかを前記軸芯周り

に回転させることにより前記第１の支圧部と前記第２の支圧部とが重なり合う第２の状態

へ遷移させることができ、前記第１の支圧部および前記第２の支圧部はそれぞれ均一な厚

みであって、かつ、前記第１の支圧部は前記第２の支圧部よりも薄く、

　前記セット量補正方法は、

　支圧板と定着具との間に前記第１の状態の前記第１の薄板および前記第２の薄板をセッ

トして、前記第１の支圧部よりも厚い前記第２の支圧部により引張荷重を支圧させて前記

ＰＣ鋼材を緊張および定着する緊張定着ステップと、

　前記緊張定着ステップにて前記ＰＣ鋼材を緊張および定着した後、前記第１の薄板およ

び前記第２の薄板の少なくともいずれかが前記軸芯周りに回転できるように、かつ、前記

定着具を覆うように、反力架台を設置する設置ステップと、

　前記反力架台により引張荷重を支圧させて、少なくともセット量分について前記ＰＣ鋼

材を２次緊張する緊張ステップと、
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　 前 記 第 １ の 薄 板 お よ び 前 記 第 ２ の 薄 板 の 少 な く と も い ず れ か を 前 記 軸 芯 周 り に 回 転 さ せ

る こ と に よ り 前 記 第 ２ の 状 態 に 遷 移 さ せ る 薄 板 回 転 ス テ ッ プ と 、

　 前 記 緊 張 ス テ ッ プ に お け る 引 張 荷 重 を 解 放 し て 、 前 記 第 ２ の 状 態 の 前 記 第 １ の 薄 板 お よ

び 前 記 第 ２ の 薄 板 に よ り 緊 張 力 を 支 圧 さ せ る と と も に 、 前 記 反 力 架 台 を 取 り 外 す 後 処 理 ス

テ ッ プ と を 含 む 、 セ ッ ト 量 補 正 方 法 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 第 ２ の 薄 板 は 、 略 円 板 形 状 で あ っ て 、 前 記 Ｐ Ｃ 鋼 材 を 通 す 中 心 穴 を 備 え た 第 ２ の 円

環 部 と 、 前 記 第 ２ の 円 環 部 の 外 側 円 弧 か ら 放 射 状 に 伸 び た 前 記 第 ２ の 支 圧 部 と し て の 複 数

の 第 ２ の 扇 形 状 部 と 、 複 数 の 中 の １ つ の 第 ２ の 扇 形 状 部 の 外 側 円 弧 に 設 け ら れ た 棒 状 部 と

を 備 え 、

　 前 記 第 １ の 薄 板 は 、 略 円 板 形 状 で あ っ て 、 前 記 第 ２ の 扇 形 状 部 が 存 在 し な い 部 分 に 対 応

す る 前 記 第 １ の 支 圧 部 と し て の 第 １ の 扇 形 状 部 と 、 前 記 複 数 の 第 １ の 扇 形 状 部 の 外 側 円 弧

を 接 続 す る 第 １ の 円 環 部 と を 備 え 、 前 記 第 １ の 円 環 部 の 中 の 前 記 棒 状 部 に 対 応 す る 部 分 が

円 環 切 欠 部 と し て 切 り 欠 か れ て お り 、

　 前 記 緊 張 定 着 ス テ ッ プ は 、 前 記 円 環 切 欠 部 に 前 記 棒 状 部 を 合 致 さ せ た 前 記 第 １ の 状 態 で

前 記 第 ２ の 円 環 部 に 前 記 Ｐ Ｃ 鋼 材 を 通 し 、 支 圧 板 と 定 着 具 と の 間 に 前 記 第 １ の 状 態 の 前 記

第 １ の 薄 板 お よ び 前 記 第 ２ の 薄 板 を セ ッ ト し 、

　 前 記 緊 張 ス テ ッ プ は 、 少 な く と も セ ッ ト 量 分 だ け 前 記 第 ２ の 薄 板 を 浮 か せ 、

　 前 記 薄 板 回 転 ス テ ッ プ は 、 前 記 第 ２ の 薄 板 の 前 記 棒 状 部 を 用 い て 前 記 第 ２ の 薄 板 を 前 記

軸 芯 周 り に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 第 ２ の 扇 形 状 部 を 前 記 第 １ の 扇 形 状 部 に 重 ね て 前

記 第 ２ の 状 態 に 遷 移 さ せ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の セ ッ ト 量 補 正 方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 薄 板 回 転 ス テ ッ プ は 、 前 記 第 ２ の 薄 板 の 前 記 棒 状 部 が 鉛 直 下 方 を 向 く よ う に 回 転 さ

せ て 前 記 第 ２ の 扇 形 状 部 を 前 記 第 １ の 扇 形 状 部 に 重 ね る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の セ ッ ト 量 補 正

方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 第 １ の 扇 形 状 部 お よ び 前 記 第 ２ の 扇 形 状 部 は 、 略 ９ ０ ° 間 隔 で ４ つ ず つ 備 え 、

　 前 記 薄 板 回 転 ス テ ッ プ は 、 前 記 第 ２ の 薄 板 の 前 記 棒 状 部 を 前 記 軸 芯 周 り に 略 ４ ５ ° 回 転

さ せ て 前 記 第 ２ の 扇 形 状 部 を 前 記 第 １ の 扇 形 状 部 に 重 ね る 、 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ に 記

載 の セ ッ ト 量 補 正 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 第 １ の 薄 板 は 、 前 記 第 １ の 円 環 部 の 外 側 円 弧 に 設 け ら れ た 突 起 部 を さ ら に 備 え 、

　 前 記 反 力 架 台 は 、 前 記 突 起 部 に 嵌 合 す る 嵌 合 部 を さ ら に 備 え 、

　 前 記 設 置 ス テ ッ プ は 、 前 記 突 起 部 に 前 記 嵌 合 部 が 嵌 合 す る こ と に よ り 前 記 第 １ の 薄 板 が

前 記 軸 芯 周 り に 回 転 し な い よ う に 、 か つ 、 前 記 第 ２ の 薄 板 が 前 記 軸 芯 周 り に 回 転 で き る よ

う に 、 前 記 反 力 架 台 を 設 置 す る 、 請 求 項 ２ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の セ ッ ト 量 補 正 方

法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 プ レ ス ト レ ス を コ ン ク リ ー ト 躯 体 に 導 入 す る 新 設 Ｐ Ｃ 構 造 物 を Ｐ Ｃ 鋼 材 を 用

い て 緊 張 ・ 定 着 す る 場 合 ま た は プ レ ス ト レ ス を コ ン ク リ ー ト 躯 体 に 導 入 し た 既 設 Ｐ Ｃ 構 造

物 を Ｐ Ｃ 鋼 材 を 用 い て 再 緊 張 ・ 定 着 す る 場 合 に 、 定 着 後 に 生 じ た セ ッ ト 量 を 補 正 す る 方 法

に 関 し 、 特 に 、 狭 小 位 置 に お い て も 支 圧 状 態 を 偏 心 さ せ る こ と な く 容 易 な 作 業 で セ ッ ト 量

を 補 正 す る こ と の で き る セ ッ ト 量 補 正 方 法 に 関 す る 。 な お 、 本 発 明 に お い て 、 Ｐ Ｃ 鋼 材 に

は 、 Ｐ Ｃ 鋼 線 お よ び Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 を 含 む 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 Ｐ Ｃ 鋼 線 ま た は Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 か ら 構 成 さ れ る Ｐ Ｃ 鋼 材 （ Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル ） を 定 着 す る 最 も

一 般 的 な Ｐ Ｃ 定 着 シ ス テ ム は 、 コ ン ク リ ー ト 内 に 埋 め 込 ま れ た キ ャ ス テ ィ ン グ ブ ロ ッ ク と
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ア ン カ ー ヘ ッ ド と か ら 構 成 さ れ て い る 。 Ｐ Ｃ 鋼 線 ま た は Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 は 、 緊 張 後 、 そ れ ぞ

れ く さ び に よ り ア ン カ ー ヘ ッ ド に 固 定 さ れ 、 キ ャ ス テ ィ ン グ ブ ロ ッ ク に 設 け ら れ た グ ラ ウ

ト 孔 よ り 、 キ ャ ス テ ィ ン グ ブ ロ ッ ク お よ び シ ー ス 内 に グ ラ ウ ト を 充 填 し て 定 着 を 完 了 す る

。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の よ う な 定 着 作 業 に お け る く さ び 定 着 （ ウ ェ ッ ジ （ く さ び ） と テ ー パ を 備 え た ス リ ー

ブ と か ら な る 定 着 具 （ 定 着 グ リ ッ プ ） を 用 い て ウ ェ ッ ジ 内 周 で Ｐ Ｃ 鋼 線 を 噛 み 込 ま せ 、 ウ

ェ ッ ジ 外 周 と ス リ ー ブ の テ ー パ と で 固 定 し て 定 着 ） で は 、 ウ ェ ッ ジ は 緊 張 時 に は ス リ ー ブ

の 外 側 に 突 出 し て い る が 、 定 着 時 に ジ ャ ッ キ の 引 張 荷 重 を 解 放 （ 除 荷 ） す る と 、 Ｐ Ｃ 鋼 よ

り 線 の 戻 り （ 緩 み ） に よ り ウ ェ ッ ジ が ス リ ー ブ 内 に め り 込 ん で セ ッ ト 量 が 発 生 し 、 そ の 分

だ け プ レ ス ト レ ス の 減 少 （ セ ッ ト ロ ス ） が 発 生 す る 。 こ の セ ッ ト ロ ス は 、 Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 の

長 さ （ 部 材 長 ） が 短 け れ ば 短 い ほ ど 影 響 が 大 き く 、 設 計 プ レ ス ト レ ス に 対 す る 割 合 も 大 き

く 、 設 計 プ レ ス ト レ ス の 導 入 が 困 難 と な る 場 合 も あ る 。 こ の た め 、 こ の セ ッ ト 量 を 補 正 す

る 作 業 が 必 要 と な る 。 こ の 補 正 作 業 の 方 式 と し て 、 大 き く は 、 リ ン グ ナ ッ ト 方 式 と シ ム プ

レ ー ト 方 式 と が 従 来 か ら 知 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 リ ン グ ナ ッ ト 方 式 は 、 た と え ば 特 開 ２ ０ ０ ７ － ２ ３ １ ６ ８ ３ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に 開

示 さ れ る よ う に 、 ス リ ー ブ に ネ ジ 嵌 合 し て あ る リ ン グ ナ ッ ト が 付 属 し た 定 着 具 を 用 い て 、

一 度 緊 張 し た 後 、 反 力 架 台 （ ラ ム チ ェ ア ー ） を 設 置 し て 再 緊 張 を 行 い 、 セ ッ ト 量 に よ り 発

生 し た 支 圧 板 お よ び 定 着 具 と の 隙 間 を リ ン グ ナ ッ ト を 回 転 さ せ る こ と に よ り 補 正 す る 。

　 シ ム プ レ ー ト 方 式 は 、 た と え ば 特 開 ２ ０ １ １ － ０ ４ ３ ０ ２ ５ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） に 開

示 さ れ る よ う に 、 通 常 の 定 着 具 を 使 用 し て 緊 張 ・ 定 着 作 業 を 行 っ た 後 、 反 力 架 台 を 設 置 し

て 再 緊 張 を 行 い 、 セ ッ ト 量 に よ り 発 生 し た 支 圧 板 お よ び 定 着 具 と の 隙 間 に 、 シ ム プ レ ー ト

を 差 し 込 む こ と に よ り 補 正 す る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － ２ ３ １ ６ ８ ３ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ １ － ０ ４ ３ ０ ２ ５ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た リ ン グ ナ ッ ト を 用 い て セ ッ ト 量 を 補 正 す る 方 式

で は 、 広 く 用 い ら れ て い る も の の 、 定 着 具 の 外 周 に リ ン グ ナ ッ ト が 付 属 し て い る た め に 外

径 が 大 き く な る と い う 問 題 点 、 ま た 、 リ ン グ ナ ッ ト が 干 渉 し 合 う よ う な 密 に 配 置 さ れ た 複

数 本 束 ね の 定 着 具 に は 適 用 す る こ と が で き な い と い う 問 題 点 、 さ ら に 、 リ ン グ ナ ッ ト を 何

周 か 回 転 さ せ る 必 要 が あ り 作 業 手 間 が か か る と い う 問 題 点 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ た シ ム プ レ ー ト を 用 い て セ ッ ト 量 を 補 正 す る 方 式 で は 、 後

挿 入 の た め 半 割 形 状 と な り 支 圧 状 態 が 偏 心 す る と い う 問 題 点 、 ま た 、 半 割 形 状 で あ る た め

補 正 作 業 中 の シ ム プ レ ー ト の セ ッ ト に 熟 練 の 技 術 が 必 要 と な る と い う 問 題 点 、 さ ら に 、 後

挿 入 の た め 、 複 数 本 束 ね の 定 着 具 に は セ ッ ト が 困 難 で あ り 適 用 で き な い と い う 問 題 点 が あ

る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 は 、 従 来 技 術 の 上 述 の 問 題 点 に 鑑 み て 開 発 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と

こ ろ は 、 狭 小 位 置 に お い て も 支 圧 状 態 を 偏 心 さ せ る こ と な く 容 易 な 作 業 で セ ッ ト 量 を 補 正

す る こ と の で き る セ ッ ト 量 補 正 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る Ｐ Ｃ 鋼 材 の セ ッ ト 量 補 正 方 法 は 以 下 の 技 術 的 手
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段 を 講 じ て い る 。

　 す な わ ち 、 本 発 明 に 係 る Ｐ Ｃ 鋼 材 の セ ッ ト 量 補 正 方 法 は 、 躯 体 部 分 に 圧 縮 力 を 付 与 す る

Ｐ Ｃ 構 造 物 に お け る Ｐ Ｃ 鋼 材 の セ ッ ト 量 を 補 正 す る 。 前 記 セ ッ ト 量 補 正 方 法 は 、 前 記 Ｐ Ｃ

鋼 材 の 軸 芯 を 対 称 中 心 と し た 形 状 の 第 １ の 薄 板 お よ び 第 ２ の 薄 板 を 組 み 合 わ せ て 使 用 す る

。 前 記 第 １ の 薄 板 お よ び 前 記 第 ２ の 薄 板 は 前 記 軸 芯 を 中 心 と し た 所 定 の 中 心 角 の 部 分 に そ

れ ぞ れ 複 数 の 平 面 状 の 第 １ の 支 圧 部 お よ び 複 数 の 平 面 状 の 第 ２ の 支 圧 部 を 備 え 、 前 記 第 １

の 支 圧 部 と 前 記 第 ２ の 支 圧 部 と が 重 な り 合 わ な い 第 １ の 状 態 か ら 、 前 記 第 １ の 薄 板 お よ び

前 記 第 ２ の 薄 板 の 少 な く と も い ず れ か を 前 記 軸 芯 周 り に 回 転 さ せ る こ と に よ り 前 記 第 １ の

支 圧 部 と 前 記 第 ２ の 支 圧 部 と が 重 な り 合 う 第 ２ の 状 態 へ 遷 移 さ せ る こ と が で き る 。 前 記 第

１ の 支 圧 部 お よ び 前 記 第 ２ の 支 圧 部 は そ れ ぞ れ 均 一 な 厚 み で あ っ て 、 か つ 、 前 記 第 １ の 支

圧 部 は 前 記 第 ２ の 支 圧 部 よ り も 薄 い 。 そ し て 、 前 記 セ ッ ト 量 補 正 方 法 は 、 支 圧 板 と 定 着 具

と の 間 に 前 記 第 １ の 状 態 の 前 記 第 １ の 薄 板 お よ び 前 記 第 ２ の 薄 板 を セ ッ ト し て 、 前 記 第 １

の 支 圧 部 よ り も 厚 い 前 記 第 ２ の 支 圧 部 に よ り 引 張 荷 重 を 支 圧 さ せ て 前 記 Ｐ Ｃ 鋼 材 を 緊 張 お

よ び 定 着 す る 緊 張 定 着 ス テ ッ プ と 、 前 記 緊 張 定 着 ス テ ッ プ に て 前 記 Ｐ Ｃ 鋼 材 を 緊 張 お よ び

定 着 し た 後 、 前 記 第 １ の 薄 板 お よ び 前 記 第 ２ の 薄 板 の 少 な く と も い ず れ か が 前 記 軸 芯 周 り

に 回 転 で き る よ う に 、 か つ 、 前 記 定 着 具 を 覆 う よ う に 、 反 力 架 台 を 設 置 す る 設 置 ス テ ッ プ

と 、 前 記 反 力 架 台 に よ り 引 張 荷 重 を 支 圧 さ せ て 、 少 な く と も セ ッ ト 量 分 に つ い て 前 記 Ｐ Ｃ

鋼 材 を ２ 次 緊 張 す る 緊 張 ス テ ッ プ と 、 前 記 第 １ の 薄 板 お よ び 前 記 第 ２ の 薄 板 の 少 な く と も

い ず れ か を 前 記 軸 芯 周 り に 回 転 さ せ る こ と に よ り 前 記 第 ２ の 状 態 に 遷 移 さ せ る 薄 板 回 転 ス

テ ッ プ と 、 前 記 緊 張 ス テ ッ プ に お け る 引 張 荷 重 を 解 放 し て 、 前 記 第 ２ の 状 態 の 前 記 第 １ の

薄 板 お よ び 前 記 第 ２ の 薄 板 に よ り 緊 張 力 を 支 圧 さ せ る と と も に 、 前 記 反 力 架 台 を 取 り 外 す

後 処 理 ス テ ッ プ と を 含 む 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 好 ま し く は 、 前 記 第 ２ の 薄 板 は 、 略 円 板 形 状 で あ っ て 、 前 記 Ｐ Ｃ 鋼 材 を 通 す 中 心 穴 を 備

え た 第 ２ の 円 環 部 と 、 前 記 第 ２ の 円 環 部 の 外 側 円 弧 か ら 放 射 状 に 伸 び た 前 記 第 ２ の 支 圧 部

と し て の 複 数 の 第 ２ の 扇 形 状 部 と 、 複 数 の 中 の １ つ の 第 ２ の 扇 形 状 部 の 外 側 円 弧 に 設 け ら

れ た 棒 状 部 と を 備 え る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 前 記 第 １ の 薄 板 は 、 略 円 板 形 状 で あ

っ て 、 前 記 第 ２ の 扇 形 状 部 が 存 在 し な い 部 分 に 対 応 す る 前 記 第 １ の 支 圧 部 と し て の 第 １ の

扇 形 状 部 と 、 前 記 複 数 の 第 １ の 扇 形 状 部 の 外 側 円 弧 を 接 続 す る 第 １ の 円 環 部 と を 備 え 、 前

記 第 １ の 円 環 部 の 中 の 前 記 棒 状 部 に 対 応 す る 部 分 が 円 環 切 欠 部 と し て 切 り 欠 か れ て い る よ

う に 構 成 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 前 記 緊 張 定 着 ス テ ッ プ は 、 前 記 円 環 切 欠 部 に 前 記 棒

状 部 を 合 致 さ せ た 前 記 第 １ の 状 態 で 前 記 第 ２ の 円 環 部 に 前 記 Ｐ Ｃ 鋼 材 を 通 し 、 支 圧 板 と 定

着 具 と の 間 に 前 記 第 １ の 状 態 の 前 記 第 １ の 薄 板 お よ び 前 記 第 ２ の 薄 板 を セ ッ ト し 、 前 記 緊

張 ス テ ッ プ は 、 少 な く と も セ ッ ト 量 分 だ け 前 記 第 ２ の 薄 板 を 浮 か せ 、 前 記 薄 板 回 転 ス テ ッ

プ は 、 前 記 第 ２ の 薄 板 の 前 記 棒 状 部 を 用 い て 前 記 第 ２ の 薄 板 を 前 記 軸 芯 周 り に 回 転 さ せ る

こ と に よ り 、 前 記 第 ２ の 扇 形 状 部 を 前 記 第 １ の 扇 形 状 部 に 重 ね て 前 記 第 ２ の 状 態 に 遷 移 さ

せ る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 さ ら に 好 ま し く は 、 前 記 薄 板 回 転 ス テ ッ プ は 、 前 記 第 ２ の 薄 板 の 前 記 棒 状 部 が 鉛 直 下 方

を 向 く よ う に 回 転 さ せ て 前 記 第 ２ の 扇 形 状 部 を 前 記 第 １ の 扇 形 状 部 に 重 ね る よ う に 構 成 す

る こ と が で き る 。

　 さ ら に 好 ま し く は 、 前 記 第 １ の 扇 形 状 部 お よ び 前 記 第 ２ の 扇 形 状 部 は 、 略 ９ ０ ° 間 隔 で

４ つ ず つ 備 え る よ う に 構 成 す る こ と が で き 、 前 記 薄 板 回 転 ス テ ッ プ は 、 前 記 第 ２ の 薄 板 の

前 記 棒 状 部 を 前 記 軸 芯 周 り に 略 ４ ５ ° 回 転 さ せ て 前 記 第 ２ の 扇 形 状 部 を 前 記 第 １ の 扇 形 状

部 に 重 ね る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 さ ら に 好 ま し く は 、 前 記 第 １ の 薄 板 は 、 前 記 第 １ の 円 環 部 の 外 側 円 弧 に 設 け ら れ た 突 起

部 を さ ら に 備 え る よ う に 構 成 す る こ と が で き 、 前 記 反 力 架 台 は 、 前 記 突 起 部 に 嵌 合 す る 嵌

合 部 を さ ら に 備 え る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 前 記 設 置 ス テ ッ プ は 、 前 記 突

起 部 に 前 記 嵌 合 部 が 嵌 合 す る こ と に よ り 前 記 第 １ の 薄 板 が 前 記 軸 芯 周 り に 回 転 し な い よ う
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に 、 か つ 、 前 記 第 ２ の 薄 板 が 前 記 軸 芯 周 り に 回 転 で き る よ う に 、 前 記 反 力 架 台 を 設 置 す る

よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 に 係 る Ｐ Ｃ 鋼 材 の セ ッ ト 量 補 正 方 法 に よ れ ば 、 緊 張 ・ 定 着 作 業 に お い て セ ッ ト 量

が 発 生 し た Ｐ Ｃ 構 造 物 に お い て 、 狭 小 位 置 に お い て も 支 圧 状 態 を 偏 心 さ せ る こ と な く 容 易

な 作 業 で セ ッ ト 量 を 補 正 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ４ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る セ ッ ト 量 補 正 方 法 に お い て 使 用 さ れ る ２ つ の シ ム （ 薄

板 ） を 示 す 図 で あ っ て 、 （ Ａ ） は シ ム Ａ （ 第 １ の 薄 板 ） の 二 面 図 で あ っ て 、 （ Ｂ ） は シ ム

Ｂ （ 第 ２ の 薄 板 ） の 二 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る セ ッ ト 量 補 正 方 法 に お い て 使 用 さ れ る 図 １ と は 別 の ２

つ の シ ム （ 薄 板 ） を 示 す 図 で あ っ て 、 （ Ａ ） は シ ム Ａ （ 第 １ の 薄 板 ） の 二 面 図 で あ っ て 、

（ Ｂ ） は シ ム Ｂ （ 第 ２ の 薄 板 ） の 二 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 １ に 示 す シ ム に 対 応 す る 反 力 架 台 （ チ ェ ア ー ） の 三 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ２ に 示 す シ ム に 対 応 す る 反 力 架 台 （ チ ェ ア ー ） の 三 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る セ ッ ト 量 補 正 方 法 の 処 理 の 手 順 を 示 す 概 要 図 （ そ の １

） で あ る 。

【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る セ ッ ト 量 補 正 方 法 の 処 理 の 手 順 を 示 す 概 要 図 （ そ の ２

） で あ る 。

【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る セ ッ ト 量 補 正 方 法 の 確 認 試 験 の 概 要 図 で あ っ て 、 図 １

お よ び 図 ３ に 対 応 す る 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る セ ッ ト 量 補 正 方 法 の 確 認 試 験 の 概 要 図 で あ っ て 、 図 ２

お よ び 図 ４ に 対 応 す る 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 鋼 材 の セ ッ ト 量 補 正 方 法 （ 以 下 、 単 に セ ッ ト 量 補

正 方 法 と 記 載 す る 場 合 が あ る ） を 、 図 面 に 基 づ き 詳 し く 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 に 係 る Ｐ

Ｃ 鋼 材 の セ ッ ト 量 補 正 方 法 は 、 プ レ ス ト レ ス を コ ン ク リ ー ト 躯 体 に 導 入 す る 新 設 Ｐ Ｃ 構 造

物 を Ｐ Ｃ 鋼 材 を 用 い て 緊 張 ・ 定 着 す る 場 合 に も 、 プ レ ス ト レ ス を コ ン ク リ ー ト 躯 体 に 導 入

し た 既 設 Ｐ Ｃ 構 造 物 を 補 修 の た め に Ｐ Ｃ 鋼 材 を 用 い て 再 緊 張 ・ 定 着 す る 場 合 に も 、 好 適 に

適 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 に お け る Ｐ Ｃ 鋼 材 は 、 複 数 の 鋼 線 か ら 構 成 さ れ る Ｐ

Ｃ 鋼 線 ま た は Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 で あ れ ば よ く 、 複 数 の 鋼 線 の １ 本 は 、 さ ら に 細 い 複 数 の 鋼 線 か

ら 構 成 さ れ る よ り 線 で あ っ て も 単 一 の 鋼 線 で あ っ て も 構 わ な い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 実 施 の 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 鋼 材 の セ ッ ト 量 補 正 方 法 は 、 躯 体 部 分 に 圧 縮 力 を 付 与 す る Ｐ Ｃ

構 造 物 に お け る Ｐ Ｃ 鋼 材 の 定 着 時 に お い て Ｐ Ｃ 鋼 材 の セ ッ ト 量 を 補 正 す る 。 ま た 、 上 述 し

た よ う に 、 躯 体 部 分 に 圧 縮 力 を 付 与 さ れ た 既 設 Ｐ Ｃ 構 造 物 （ た と え ば Ｐ Ｃ 橋 梁 ） に お い て

補 修 の た め に Ｐ Ｃ 鋼 材 の 一 部 を 切 断 し た 後 に 残 存 し た Ｐ Ｃ 鋼 材 の 再 定 着 時 に お い て Ｐ Ｃ 鋼

材 の セ ッ ト 量 を 補 正 す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ［ セ ッ ト 量 補 正 方 法 に 使 用 す る 治 具 （ 専 用 品 ） ］

　 本 実 施 の 形 態 に 係 る セ ッ ト 量 補 正 方 法 を 説 明 す る 前 に 、 こ の セ ッ ト 量 補 正 方 法 に 使 用 さ

れ る 治 具 で あ っ て 、 こ の セ ッ ト 量 補 正 方 法 に 合 致 さ せ た 特 殊 な 構 造 を 備 え た 治 具 （ 専 用 品

） に つ い て 説 明 す る 。

　 こ の セ ッ ト 量 補 正 方 法 は 、 Ｐ Ｃ 鋼 材 の 軸 芯 を 対 称 中 心 と し た 形 状 の 第 １ の 薄 板 （ 後 述 す

る シ ム Ａ １ ０ ０ Ａ お よ び シ ム Ａ １ ５ ０ Ａ ） お よ び 第 ２ の 薄 板 （ 後 述 す る シ ム Ｂ １ ０ ０ Ｂ お

よ び シ ム Ｂ １ ５ ０ Ｂ ） を 組 み 合 わ せ て 使 用 す る と と も に 、 ２ 次 緊 張 時 に 反 力 架 台 （ チ ェ ア

ー 、 後 述 す る 反 力 架 台 ２ ０ ０ お よ び 反 力 架 台 ２ ５ ０ ） を 使 用 す る 。 な お 、 シ ム Ａ １ ０ ０ Ａ
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お よ び シ ム Ａ １ ５ ０ Ａ な ら び に シ ム Ｂ １ ０ ０ Ｂ お よ び シ ム Ｂ １ ５ ０ Ｂ の 材 質 は Ｓ Ｓ ４ ０ ０

で あ っ て 、 反 力 架 台 ２ ０ ０ お よ び 反 力 架 台 ２ ５ ０ の 材 質 は Ｓ ５ ５ Ｃ で あ る と す る が 、 こ れ

ら の 材 質 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ・ 第 １ の 薄 板 （ シ ム Ａ ） お よ び 第 ２ の 薄 板 （ シ ム Ｂ ）

　 こ の 第 １ の 薄 板 （ シ ム Ａ ） は 、 軸 芯 を 中 心 と し た 所 定 の 中 心 角 の 部 分 に 複 数 の 平 面 状 の

第 １ の 支 圧 部 （ 後 述 す る 第 １ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ａ ４ お よ び 第 １ の 扇 形 状 部 １ ５ ０ Ａ ４ ） を

備 え る 。 こ の 第 ２ の 薄 板 （ シ ム Ｂ ） も 、 軸 芯 を 中 心 と し た 所 定 の 中 心 角 の 部 分 に 複 数 の 平

面 状 の 第 ２ の 支 圧 部 （ 後 述 す る 第 ２ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ｂ ４ お よ び 第 ２ の 扇 形 状 部 １ ５ ０ Ｂ

４ ） を 備 え る 。 そ し て 、 こ れ ら の 第 １ の 薄 板 （ シ ム Ａ ） お よ び 第 ２ の 薄 板 （ シ ム Ｂ ） は 、

第 １ の 支 圧 部 と 第 ２ の 支 圧 部 と が 重 な り 合 わ な い 第 １ の 状 態 か ら 、 第 １ の 薄 板 お よ び 第 ２

の 薄 板 の 少 な く と も い ず れ か を 軸 芯 周 り に 回 転 さ せ る こ と に よ り 第 １ の 支 圧 部 と 第 ２ の 支

圧 部 と が 重 な り 合 う 第 ２ の 状 態 へ 遷 移 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 第 １ の 支 圧 部 お よ び

第 ２ の 支 圧 部 は そ れ ぞ れ 均 一 な 厚 み で あ っ て 、 か つ 、 第 １ の 支 圧 部 （ 第 １ の 扇 形 状 部 １ ０

０ Ａ ４ お よ び 第 １ の 扇 形 状 部 １ ５ ０ Ａ ４ ） は 第 ２ の 支 圧 部 （ 第 ２ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ｂ ４ お

よ び 第 ２ の 扇 形 状 部 １ ５ ０ Ｂ ４ ） よ り も 薄 い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 さ ら に 詳 し く 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る セ ッ ト 量 補 正 方 法 に 使 用 さ れ る こ れ ら の 第 １ の 薄 板

（ シ ム Ａ ） お よ び 第 ２ の 薄 板 （ シ ム Ｂ ） な ら び に 反 力 架 台 （ チ ェ ア ー ） に つ い て 、 図 １ ～

図 ４ を 参 照 し て 詳 し く 説 明 す る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 Ｐ Ｃ 構 造 物 に 緊 張 力 を

付 与 す る Ｐ Ｃ 鋼 材 の 一 例 と し て 、 Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 と し て ７ 本 よ り 線 φ １ ２ ． ４ ｍ ｍ × １ ２ 本

お よ び Ｐ Ｃ 鋼 線 と し て 単 線 φ ７ ｍ ｍ × １ ２ 本 の ２ 種 類 を 採 用 し た 。 そ れ ぞ れ に 第 １ の 薄 板

（ シ ム Ａ ） お よ び 第 ２ の 薄 板 （ シ ム Ｂ ） な ら び に 反 力 架 台 （ チ ェ ア ー ） が あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 １ に Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 用 の シ ム Ａ １ ０ ０ Ａ お よ び シ ム Ｂ １ ０ ０ Ｂ を 示 し 、 図 ２ に Ｐ Ｃ 鋼 線

用 の シ ム Ａ １ ５ ０ Ａ お よ び シ ム Ｂ １ ５ ０ Ｂ を 示 し 、 図 ３ に Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 用 の 反 力 架 台 ２ ０

０ の 三 面 図 を 示 し 、 図 ４ に Ｐ Ｃ 鋼 線 用 の 反 力 架 台 ２ ５ ０ の 三 面 図 を 示 す 。 さ ら に 詳 し く は

、 図 １ （ Ａ ） に シ ム Ａ １ ０ ０ Ａ （ 第 １ の 薄 板 ） の 二 面 図 を 示 し 、 図 １ （ Ｂ ） に シ ム Ｂ １ ０

０ Ｂ （ 第 ２ の 薄 板 ） の 二 面 図 を 示 し 、 図 ２ （ Ａ ） に シ ム Ａ １ ５ ０ Ａ （ 第 １ の 薄 板 ） の 二 面

図 を 示 し 、 図 ２ （ Ｂ ） に シ ム Ｂ １ ５ ０ Ｂ （ 第 ２ の 薄 板 ） の 二 面 図 を 示 す 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 １ （ Ｂ ） お よ び 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ の 薄 板 で あ る シ ム Ｂ １ ０ ０ Ｂ 、 １ ５ ０

Ｂ は 、 略 円 板 形 状 で あ っ て 、 Ｐ Ｃ 鋼 材 を 通 す 中 心 穴 １ ０ ０ Ｂ ８ 、 １ ５ ０ Ｂ ８ を 備 え た 第 ２

の 円 環 部 １ ０ ０ Ｂ ２ 、 １ ５ ０ Ｂ ２ と 、 第 ２ の 円 環 部 １ ０ ０ Ｂ ２ 、 １ ５ ０ Ｂ ２ の 外 側 円 弧 か

ら 放 射 状 に 伸 び た 第 ２ の 支 圧 部 と し て の 複 数 の 第 ２ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ｂ ４ 、 １ ５ ０ Ｂ ４ と

、 複 数 の 中 の １ つ の 第 ２ の 扇 形 状 部 の 外 側 円 弧 に 設 け ら れ た 棒 状 部 １ ０ ０ Ｂ ６ 、 １ ５ ０ Ｂ

６ と を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 １ （ Ａ ） お よ び 図 ２ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の 薄 板 で あ る シ ム Ａ １ ０ ０ Ａ 、 １ ５ ０

Ａ は 、 略 円 板 形 状 で あ っ て 、 第 ２ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ｂ ４ 、 １ ５ ０ Ｂ ４ が 存 在 し な い 部 分 に

対 応 す る 第 １ の 支 圧 部 と し て の 第 １ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ａ ４ 、 １ ５ ０ Ａ ４ と 、 複 数 の 第 １ の

扇 形 状 部 １ ０ ０ Ａ ４ 、 １ ５ ０ Ａ ４ の 外 側 円 弧 を 接 続 す る 第 １ の 円 環 部 １ ０ ０ Ａ ２ 、 １ ５ ０

Ａ ２ と を 備 え 、 第 １ の 円 環 部 １ ０ ０ Ａ ２ 、 １ ５ ０ Ａ ２ の 中 に お い て 、 上 述 し た 棒 状 部 １ ０

０ Ｂ ６ 、 １ ５ ０ Ｂ ６ に 対 応 す る 部 分 が 円 環 切 欠 部 １ ０ ０ Ａ ８ 、 １ ５ ０ Ａ ８ と し て 切 り 欠 か

れ て い る 。 ま た 、 シ ム Ａ １ ０ ０ Ａ お よ び シ ム Ａ １ ５ ０ Ａ は 、 第 １ の 円 環 部 １ ０ ０ Ａ ２ 、 １

５ ０ Ａ ２ の 外 周 円 弧 か ら 外 側 に 延 設 さ れ た 突 起 部 １ ０ ０ Ａ ６ 、 １ ５ ０ Ａ ６ を 備 え る が 、 こ

の 突 起 部 １ ０ ０ Ａ ６ 、 １ ５ ０ Ａ ６ の 詳 細 に つ い て は 、 反 力 架 台 ２ ０ ０ 、 ２ ５ ０ の 嵌 合 部 ２

０ ６ 、 ２ ５ ６ と と も に 後 述 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 な お 、 こ こ で 、 第 １ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ａ ４ 、 １ ５ ０ Ａ ４ と 第 ２ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ｂ ４ 、
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１ ５ ０ Ｂ ４ と の 対 応 関 係 、 お よ び 、 円 環 切 欠 部 １ ０ ０ Ａ ８ 、 １ ５ ０ Ａ ８ と 棒 状 部 １ ０ ０ Ｂ

６ 、 １ ５ ０ Ｂ ６ と の 対 応 関 係 に つ い て は 、 図 ５ （ Ａ ） に 示 す 、 第 １ の 支 圧 部 （ 第 １ の 扇 形

状 部 １ ０ ０ Ａ ４ 、 １ ５ ０ Ａ ４ ） と 第 ２ の 支 圧 部 （ 第 ２ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ｂ ４ 、 １ ５ ０ Ｂ ４

） と が 重 な り 合 わ な い 第 １ の 状 態 に お い て 定 義 さ れ る も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 そ し て 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ の 支 圧 部 （ 第 １ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ａ ４ 、 １

５ ０ Ａ ４ ） お よ び 第 ２ の 支 圧 部 （ 第 ２ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ｂ ４ 、 １ ５ ０ Ｂ ４ ） は そ れ ぞ れ 均

一 な 厚 み （ ｔ （ Ａ ） お よ び ｔ （ Ｂ ） ） で あ っ て 、 か つ 、 第 １ の 支 圧 部 （ 第 １ の 扇 形 状 部 １

０ ０ Ａ ４ 、 １ ５ ０ Ａ ４ ） は 第 ２ の 支 圧 部 （ 第 ２ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ｂ ４ 、 １ ５ ０ Ｂ ４ ） よ り

も 薄 い （ ｔ （ Ａ ） ＜ ｔ （ Ｂ ） ） 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 上 述 し た よ う に 、 第 １ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ａ ４ 、 １ ５ ０ Ａ ４ お よ び 第 ２ の 扇 形 状 部 １ ０ ０

Ｂ ４ 、 １ ５ ０ Ｂ ４ は 、 略 ９ ０ ° 間 隔 で ４ つ ず つ 備 え る も の と し て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ

れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 第 １ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ａ ４ 、 １ ５ ０ Ａ ４ お よ び 第 ２ の 扇 形

状 部 １ ０ ０ Ｂ ４ 、 １ ５ ０ Ｂ ４ は 、 Ｐ Ｃ 鋼 材 の 軸 芯 を 対 称 中 心 と し た 形 状 で あ っ て 、 軸 芯 を

中 心 と し た 所 定 の 中 心 角 の 部 分 に そ れ ぞ れ 複 数 の 平 面 形 状 を 備 え 、 第 １ の 扇 形 状 部 １ ０ ０

Ａ ４ 、 １ ５ ０ Ａ ４ と 第 ２ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ｂ ４ 、 １ ５ ０ Ｂ ４ と が 重 な り 合 わ な い 第 １ の 状

態 （ 図 ５ （ Ａ ） 参 照 ） か ら 、 シ ム Ａ １ ０ ０ Ａ 、 １ ５ ０ Ａ お よ び シ ム Ｂ １ ０ ０ Ｂ 、 １ ５ ０ Ｂ

の 少 な く と も い ず れ か を 軸 芯 周 り に 回 転 さ せ る こ と に よ り 第 １ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ａ ４ 、 １

５ ０ Ａ ４ と 第 ２ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ｂ ４ 、 １ ５ ０ Ｂ ４ と が 重 な り 合 う 第 ２ の 状 態 （ 図 ５ （ Ｅ

） 参 照 ） へ 遷 移 さ せ る こ と が で き れ ば 、 ９ ０ ° 以 外 の 角 度 間 隔 で 、 ４ つ 以 外 の 数 で あ っ て

も 構 わ な い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ・ 反 力 架 台 （ チ ェ ア ー ）

　 次 に 、 図 ３ お よ び 図 ４ を 参 照 し て 、 Ｐ Ｃ 鋼 材 を ２ 次 緊 張 す る 緊 張 ス テ ッ プ に お い て 引 張

荷 重 を 支 圧 す る 反 力 架 台 （ チ ェ ア ー ） ２ ０ ０ 、 ２ ５ ０ に つ い て 説 明 す る 。

　 こ の 反 力 架 台 ２ ０ ０ 、 ２ ５ ０ は 、 後 述 す る 緊 張 ス テ ッ プ に お い て 引 張 荷 重 を 支 圧 す る と

と も に 、 薄 板 回 転 ス テ ッ プ に お い て 第 １ の 薄 板 （ シ ム Ａ ） お よ び 第 ２ の 薄 板 （ シ ム Ｂ ） の

少 な く と も い ず れ か が Ｐ Ｃ 鋼 材 の 軸 芯 周 り に 回 転 で き る よ う に 、 緊 張 定 着 ス テ ッ プ に よ る

Ｐ Ｃ 鋼 材 を 緊 張 お よ び 定 着 し た 後 の 設 置 ス テ ッ プ に お い て 、 定 着 具 を 覆 う よ う に 設 置 さ れ

る 。 な お 、 第 １ の 薄 板 （ シ ム Ａ ） の 突 起 部 １ ０ ０ Ａ ６ 、 １ ５ ０ Ａ ６ に 嵌 合 し て シ ム Ａ を Ｐ

Ｃ 鋼 材 の 軸 芯 周 り に 回 転 さ せ な い よ う に す る 嵌 合 部 ２ ０ ６ 、 ２ ５ ６ を 、 反 力 架 台 ２ ０ ０ 、

２ ５ ０ に 備 え さ せ る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 反 力 架 台 ２ ０ ０ 、 ２ ５ ０ は 、 大 略 的 に は 略 中 空 円 筒 形 状

で あ っ て 、 定 着 具 を 覆 う た め の 内 径 を 備 え た 大 径 部 ２ ０ ２ と 、 Ｐ Ｃ 鋼 材 を 通 す た め の 内 径

を 備 え た 小 径 部 ２ ０ ４ と で 構 成 さ れ る 。 小 径 部 ２ ０ ４ の 端 部 に は 、 Ｐ Ｃ 鋼 材 を 通 す た め の

穴 部 ２ １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 大 径 部 ２ ０ ２ の 端 部 に は 、 第 １ の 状 態 か ら 第 ２ の 状 態 へ 遷

移 さ せ る た め に 棒 状 部 １ ０ ０ Ｂ ６ 、 １ ５ ０ Ｂ ６ を 用 い て シ ム Ｂ １ ０ ０ Ｂ 、 １ ５ ０ Ｂ を 回 転

さ せ る た め の 切 欠 部 ２ ０ ８ 、 ２ ５ ８ 、 お よ び 、 シ ム Ａ １ ０ ０ Ａ 、 １ ５ ０ Ａ の 突 起 部 １ ０ ０

Ａ ６ 、 １ ５ ０ Ａ ６ に 嵌 合 し て シ ム Ａ を 回 転 さ せ な い よ う に シ ム Ａ １ ０ ０ Ａ 、 １ ５ ０ Ａ を 保

持 す る 嵌 合 部 ２ ０ ６ 、 ２ ５ ６ を 備 え る 。 端 面 ２ １ ２ 、 ２ ６ ２ が 支 圧 板 ４ ０ ０ に 当 接 す る よ

う に （ 嵌 合 部 ２ ０ ６ 、 ２ ５ ６ は 突 起 部 １ ０ ０ Ａ ６ 、 １ ５ ０ Ａ ６ に 嵌 合 す る よ う に ） こ の 反

力 架 台 ２ ０ ０ 、 ２ ５ ０ は 設 置 さ れ 、 Ｐ Ｃ 鋼 材 を ２ 次 緊 張 す る 緊 張 ス テ ッ プ に お い て 端 面 ２

１ ４ 、 ２ ６ ４ 側 か ら ジ ャ ッ キ ６ ０ ０ よ り Ｐ Ｃ 鋼 材 が 緊 張 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 な お 、 上 述 の よ う に 反 力 架 台 ２ ０ ０ 、 ２ ５ ０ は 、 シ ム Ａ を 回 転 さ せ な い よ う に し て シ ム

Ｂ を 回 転 さ せ る よ う に す る と し て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

後 述 す る セ ッ ト 量 が 補 正 で き る 態 様 で あ れ ば 、 逆 に シ ム Ｂ を 回 転 さ せ な い よ う に し て シ ム

Ａ を 回 転 さ せ る よ う に し た り 、 さ ら に 、 シ ム Ａ お よ び シ ム Ｂ を 回 転 さ せ る よ う に し た り し
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て も 構 わ な い 。 こ の よ う に シ ム Ａ を 回 転 さ せ る 場 合 も 想 定 で き る た め 、 反 力 架 台 ２ ０ ０ 、

２ ５ ０ の 嵌 合 部 ２ ０ ６ 、 ２ ５ ６ お よ び シ ム Ａ １ ０ ０ Ａ 、 １ ５ ０ Ａ の 突 起 部 １ ０ ０ Ａ ６ 、 １

５ ０ Ａ ６ は 、 本 発 明 に お い て 必 須 の 構 成 で は な い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ［ セ ッ ト 量 補 正 方 法 ］

　 以 上 の よ う な 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る セ ッ ト 量 補 正 方 法 に 合 致 さ せ た 特 殊 な 構 造 を 備 え た

治 具 で あ る 、 シ ム Ａ １ ０ ０ Ａ ま た は シ ム Ａ １ ５ ０ Ａ 、 シ ム Ｂ １ ０ ０ Ｂ ま た は シ ム Ｂ １ ５ ０

Ｂ 、 お よ び 、 反 力 架 台 ２ ０ ０ ま た は 反 力 架 台 ２ ５ ０ を 用 い た Ｐ Ｃ 鋼 材 の セ ッ ト 量 補 正 方 法

に つ い て 説 明 す る 。 こ こ で 、 シ ム Ａ １ ０ ０ Ａ 、 シ ム Ｂ １ ０ ０ Ｂ お よ び 反 力 架 台 ２ ０ ０ が Ｐ

Ｃ 鋼 よ り 線 （ ７ 本 よ り 線 φ １ ２ ． ４ ｍ ｍ × １ ２ 本 ） と と も に 用 い ら れ 、 シ ム Ａ １ ５ ０ Ａ 、

シ ム Ｂ １ ５ ０ Ｂ お よ び 反 力 架 台 ２ ５ ０ が Ｐ Ｃ 鋼 線 （ 単 線 φ ７ ｍ ｍ × １ ２ 本 ） と と も に 用 い

ら れ 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る セ ッ ト 量 補 正 方 法 が 実 現 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 こ の セ ッ ト 量 補 正 方 法 は 、 １ 次 緊 張 ス テ ッ プ と し て の （ １ ） 緊 張 定 着 ス テ ッ プ と 、 緊 張

定 着 ス テ ッ プ 後 に （ 補 正 す べ き セ ッ ト 量 が 発 生 し た 後 に ） 反 力 架 台 を 設 置 す る （ ２ ） 設 置

ス テ ッ プ と 、 ２ 次 緊 張 ス テ ッ プ と し て の （ ３ ） 緊 張 ス テ ッ プ と 、 ２ 次 緊 張 し た 状 態 で シ ム

Ａ お よ び シ ム Ｂ の 状 態 を 第 １ の 状 態 か ら 第 ２ の 状 態 へ 遷 移 さ せ る （ ４ ） 薄 板 回 転 ス テ ッ プ

と 、 セ ッ ト 量 を 補 正 し た 後 の （ ５ ） 後 処 理 ス テ ッ プ と で 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 以 下 に お い て 、 図 ５ お よ び 図 ６ を 参 照 し て 、 各 ス テ ッ プ ご と に 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、

図 ５ お よ び 図 ６ に お い て は 、 緊 張 定 着 ス テ ッ プ 前 の 状 態 を 図 ６ （ Ａ ） に 、 （ １ ） 緊 張 定 着

ス テ ッ プ の 状 態 を 図 ５ （ Ａ ） お よ び 図 ６ （ Ｂ ） に 、 （ ２ ） 設 置 ス テ ッ プ の 状 態 を 図 ５ （ Ｂ

） に 、 （ ３ ） 緊 張 ス テ ッ プ の 状 態 を 図 ５ （ Ｃ ） お よ び 図 ６ （ Ｃ ） に 、 （ ４ ） 薄 板 回 転 ス テ

ッ プ の 状 態 を 図 ５ （ Ｄ ） お よ び 図 ６ （ Ｄ ） 、 （ Ｅ ） に 、 （ ５ ） 後 処 理 ス テ ッ プ を 実 行 し た

後 の 状 態 を 図 ５ （ Ｅ ） お よ び 図 ６ （ Ｆ ） に 、 そ れ ぞ れ 示 す 。 ま た 、 以 下 の 説 明 に お け る 符

号 は 、 Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 用 の 専 用 品 を 記 載 し 、 Ｐ Ｃ 鋼 線 用 の 専 用 品 は 括 弧 書 き で 記 載 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ・ （ １ ） 緊 張 定 着 ス テ ッ プ

　 ま ず 、 緊 張 定 着 ス テ ッ プ の 前 に 、 図 ６ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 支 圧 板 ４ ０ ０ と 定 着 具 ３ ０

０ （ ウ ェ ッ ジ ３ １ ０ お よ び ス リ ー ブ ３ ２ ０ ） と の 間 に 第 １ の 状 態 の 第 １ の 薄 板 で あ る シ ム

Ａ １ ０ ０ Ａ （ １ ５ ０ Ａ ） お よ び 第 ２ の 薄 板 で あ る シ ム Ｂ １ ０ ０ Ｂ （ １ ５ ０ Ｂ ） を セ ッ ト す

る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 よ り 詳 し く は 、 こ の と き 、 円 環 切 欠 部 １ ０ ０ Ａ ８ （ １ ５ ０ Ａ ８ ） に 棒 状 部 １ ０ ０ Ｂ ６ （

１ ５ ０ Ｂ ６ ） を 合 致 さ せ た 第 １ の 状 態 で 、 第 ２ の 円 環 部 １ ０ ０ Ｂ ８ （ １ ５ ０ Ｂ ８ ） に Ｐ Ｃ

鋼 材 ５ ０ ０ （ こ こ で は Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 ） を 通 し て 、 シ ム Ａ １ ０ ０ Ａ （ １ ５ ０ Ａ ） お よ び シ ム

Ｂ １ ０ ０ Ｂ （ １ ５ ０ Ｂ ） を セ ッ ト す る 。

　 こ の 緊 張 定 着 ス テ ッ プ に お い て は 、 図 ５ （ Ａ ） お よ び 図 ６ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 シ ム Ａ

１ ０ ０ Ａ （ １ ５ ０ Ａ ） に お け る 第 １ の 支 圧 部 で あ る 第 １ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ａ ４ （ １ ５ ０ Ａ

４ ） の 厚 み ｔ （ Ａ ） よ り も 厚 い 、 シ ム Ｂ １ ０ ０ Ｂ （ １ ５ ０ Ｂ ） に お け る 第 ２ の 支 圧 部 で あ

る 第 ２ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ｂ ４ （ １ ５ ０ Ｂ ４ ） の 厚 み ｔ （ Ｂ ） に よ り 引 張 荷 重 を 支 圧 さ せ て

Ｐ Ｃ 鋼 材 ５ ０ ０ を 緊 張 お よ び 定 着 す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ・ （ ２ ） 設 置 ス テ ッ プ

　 上 述 し た 緊 張 定 着 ス テ ッ プ に て Ｐ Ｃ 鋼 材 ５ ０ ０ を 緊 張 お よ び 定 着 し た 後 、 図 ５ （ Ｂ ） に

示 す よ う に 、 第 １ の 薄 板 で あ る シ ム Ａ １ ０ ０ Ａ （ １ ５ ０ Ａ ） お よ び 第 ２ の 薄 板 で あ る シ ム

Ｂ １ ０ ０ Ｂ （ １ ５ ０ Ｂ ） の 少 な く と も い ず れ か が （ こ こ で は シ ム Ｂ １ ０ ０ Ｂ （ １ ５ ０ Ｂ ）

が ） 軸 芯 周 り に 回 転 で き る よ う に 、 か つ 、 定 着 具 ３ ０ ０ を 覆 う よ う に 、 反 力 架 台 ２ ０ ０ （

２ ５ ０ ） を 設 置 す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 よ り 詳 し く は 、 こ の 設 置 ス テ ッ プ に お い て は 、 シ ム Ａ １ ０ ０ Ａ （ １ ５ ０ Ａ ） の 突 起 部 １

０ ０ Ａ ６ （ １ ５ ０ Ａ ６ ） に 反 力 架 台 ２ ０ ０ （ ２ ５ ０ ） の 嵌 合 部 ２ ０ ６ （ ２ ５ ６ ） が 嵌 合 す

る こ と に よ り シ ム Ａ １ ０ ０ Ａ （ １ ５ ０ Ａ ） が 軸 芯 周 り に 回 転 し な い よ う に 、 か つ 、 切 欠 部

２ ０ ８ （ ２ ５ ８ ） か ら 棒 状 部 １ ０ ０ Ｂ ６ （ １ ５ ０ Ｂ ６ ） を 操 作 す る こ と に よ り シ ム Ｂ １ ０

０ Ｂ （ １ ５ ０ Ｂ ） が 軸 芯 周 り に 回 転 で き る よ う に 、 反 力 架 台 ２ ０ ０ （ ２ ５ ０ ） が 設 置 さ れ

る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ・ （ ３ ） 緊 張 ス テ ッ プ

　 図 ５ （ Ｃ ） お よ び 図 ６ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 反 力 架 台 ２ ０ ０ （ ２ ５ ０ ） に よ り 引 張 荷 重

を 支 圧 さ せ て 、 ジ ャ ッ キ ６ ０ ０ に よ り 、 少 な く と も セ ッ ト 量 分 に つ い て Ｐ Ｃ 鋼 材 ５ ０ ０ を

２ 次 緊 張 す る 。

　 よ り 詳 し く は 、 こ の 緊 張 ス テ ッ プ に お い て は 、 矢 示 Ｘ 方 向 の 引 張 荷 重 に よ り 、 少 な く と

も セ ッ ト 量 分 だ け ２ 次 緊 張 さ れ て 、 第 ２ の 薄 板 で あ る シ ム Ｂ １ ０ ０ Ｂ （ １ ５ ０ Ｂ ） が 図 ５

（ Ｃ ） に 示 す よ う に 浮 く こ と に な る 。 こ れ に よ り 、 シ ム Ｂ １ ０ ０ Ｂ （ １ ５ ０ Ｂ ） が 軸 芯 周

り に 回 転 可 能 に な る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ・ （ ４ ） 薄 板 回 転 ス テ ッ プ

　 図 ５ （ Ｄ ） お よ び 図 ６ （ Ｄ ） 、 （ Ｅ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の 薄 板 で あ る シ ム Ａ １ ０ ０ Ａ

（ １ ５ ０ Ａ ） お よ び 第 ２ の 薄 板 で あ る シ ム Ｂ １ ０ ０ Ｂ （ １ ５ ０ Ｂ ） の 少 な く と も い ず れ か

を 軸 芯 周 り に 回 転 さ せ る こ と に よ り 第 ２ の 状 態 に 遷 移 さ せ る 。

　 よ り 詳 し く は 、 こ の 薄 板 回 転 ス テ ッ プ に お い て は 、 シ ム Ｂ １ ０ ０ Ｂ （ １ ５ ０ Ｂ ） の 棒 状

部 １ ０ ０ Ｂ ６ （ １ ５ ０ Ｂ ６ ） を 切 欠 部 ２ ０ ８ （ ２ ５ ８ ） を 介 し て 作 業 者 が 指 ま た は 工 具 で

掴 ん で 矢 示 Ｒ 方 向 へ 回 し て 、 シ ム Ｂ １ ０ ０ Ｂ （ １ ５ ０ Ｂ ） を 軸 芯 周 り に 回 転 さ せ る こ と に

よ り 、 第 ２ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ｂ ４ （ １ ５ ０ Ｂ ４ ） を 第 １ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ａ ４ （ １ ５ ０ Ａ

４ ） に 重 ね て 第 ２ の 状 態 に 遷 移 さ せ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 さ ら に 、 よ り 詳 し く は 、 こ の 薄 板 回 転 ス テ ッ プ に お い て は 、 第 １ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ａ ４

（ １ ５ ０ Ａ ４ ） お よ び 第 ２ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ｂ ４ （ １ ５ ０ Ｂ ４ ） は 、 略 ９ ０ ° 間 隔 で ４ つ

ず つ 備 え ら れ て い る た め に 、 シ ム Ｂ １ ０ ０ Ｂ （ １ ５ ０ Ｂ ） の 棒 状 部 １ ０ ０ Ｂ ６ （ １ ５ ０ Ｂ

６ ） を 作 業 者 が 指 ま た は 工 具 で 掴 ん で 矢 示 Ｒ 方 向 へ ４ ５ ° 回 転 さ せ る だ け で 第 １ の 状 態 か

ら 第 ２ の 状 態 へ 遷 移 で き る 点 で 好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 さ ら に 、 よ り 詳 し く は 、 こ の 薄 板 回 転 ス テ ッ プ に お い て は 、 シ ム Ｂ １ ０ ０ Ｂ （ １ ５ ０ Ｂ

） の 棒 状 部 １ ０ ０ Ｂ ６ （ １ ５ ０ Ｂ ６ ） が 鉛 直 下 方 を 向 く よ う に 回 転 さ せ て 第 ２ の 扇 形 状 部

１ ０ ０ Ｂ ４ （ １ ５ ０ Ｂ ４ ） を 第 １ の 扇 形 状 部 １ ０ ０ Ａ ４ （ １ ５ ０ Ａ ４ ） に 重 ね る 。 こ の よ

う に す る と 、 軸 芯 周 り に 回 転 可 能 状 態 の シ ム Ｂ １ ０ ０ Ｂ （ １ ５ ０ Ｂ ） が 重 力 に よ り 自 然 に

第 １ の 状 態 か ら 第 ２ の 状 態 へ 遷 移 で き る 点 で 好 ま し い 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ・ （ ５ ） 後 処 理 ス テ ッ プ

　 上 述 し た 薄 板 回 転 ス テ ッ プ の 処 理 後 、 後 処 理 ス テ ッ プ と し て 、 ２ 次 緊 張 ス テ ッ プ と し て

の 緊 張 ス テ ッ プ に お け る 引 張 荷 重 を 解 放 し て 、 第 ２ の 状 態 の シ ム Ａ １ ０ ０ Ａ （ １ ５ ０ Ａ ）

お よ び シ ム Ｂ １ ０ ０ Ｂ （ １ ５ ０ Ｂ ） に よ り 緊 張 力 を 支 圧 さ せ る 。 さ ら に 、 反 力 架 台 ２ ０ ０

（ ２ ５ ０ ） を 取 り 外 す 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 こ の 後 処 理 ス テ ッ プ の 処 理 後 、 図 ５ （ Ｅ ） お よ び 図 ６ （ Ｆ ） に 示 す 状 態 と な る 。

　 こ の よ う に し て 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る セ ッ ト 量 補 正 方 法 に よ る と 、 緊 張 ・ 定 着 作 業 に お

い て セ ッ ト 量 が 発 生 し た Ｐ Ｃ 構 造 物 に お い て 、

（ Ａ ） シ ム Ａ お よ び シ ム Ｂ が 大 き な 体 積 を 有 す る も の で は な く 、 か つ 、 わ ず か に シ ム Ｂ を

回 転 さ せ る だ け で よ い の で 、 作 業 空 間 が 狭 小 位 置 に お い て セ ッ ト 量 を 補 正 す る こ と が で き

、
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（ Ｂ ） シ ム Ａ お よ び シ ム Ｂ が Ｐ Ｃ 鋼 材 の 軸 芯 を 対 称 中 心 と し た 形 状 を 備 え る の で 、 支 圧 状

態 を 偏 心 さ せ る こ と な く セ ッ ト 量 を 補 正 す る こ と が で き 、

（ Ｃ ） わ ず か に シ ム Ｂ を 回 転 さ せ る だ け で よ い の で 、 容 易 な 作 業 で セ ッ ト 量 を 補 正 す る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ［ 確 認 試 験 ］

　 こ の よ う な 作 用 効 果 を 発 現 す る 本 実 施 の 形 態 に 係 る セ ッ ト 量 補 正 方 法 に つ い て 、 施 工 現

場 を 模 擬 し て 確 認 試 験 を 行 っ た 。 確 認 項 目 と し て は 、 セ ッ ト 量 補 正 方 法 の 施 工 性 （ 施 工 で

き る こ と ） 、 お よ び 、 セ ッ ト 量 補 正 の 有 効 性 （ 補 正 で き て い る こ と ） と し た 。

　 図 ７ に 、 Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 と し て ７ 本 よ り 線 φ １ ２ ． ４ ｍ ｍ × １ ２ 本 を 対 象 と し た 確 認 試 験

の 概 要 図 を 、 図 ８ に 、 Ｐ Ｃ 鋼 線 と し て 単 線 φ ７ ｍ ｍ × １ ２ 本 を 対 象 と し た 確 認 試 験 の 概 要

図 を そ れ ぞ れ 示 す 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 な お 、 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 す よ う に 配 置 す る Ｐ Ｃ 鋼 材 は 中 央 部 で は １ ２ 本 束 ね の 状 態 で

あ る が 、 緊 張 ・ 定 着 す る Ｐ Ｃ 鋼 材 は 、 セ ッ ト 量 補 正 方 法 の 施 工 性 お よ び セ ッ ト 補 正 の 有 効

性 に 差 異 が 発 生 す る 可 能 性 が 高 い 、 角 度 が 異 な る ３ 本 と し た （ 丸 数 字 の １ ～ ３ ） 。 ま た 、

Ｐ Ｃ 鋼 材 １ 本 当 た り の 緊 張 荷 重 （ 許 容 引 張 力 ） は 、 使 用 状 態 に お い て ０ ． ７ Ｐ ｕ （ 最 大 試

験 力 （ 規 格 破 断 荷 重 ） の ７ ０ ％ ） と し 、 緊 張 作 業 中 に お い て ０ ． ９ Ｐ ｙ （ ０ ． ２ ％ 永 久 伸

び に 対 す る 荷 重 （ 降 伏 荷 重 ） の ９ ０ ％ ） と し た 。 具 体 的 に は 、 Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 （ ７ 本 よ り 線

φ １ ２ ． ４ ｍ ｍ ） の 場 合 、 ０ ． ７ Ｐ ｕ ＝ １ １ ２ ｋ Ｎ お よ び ０ ． ９ Ｐ ｙ ＝ １ ２ ２ ． ４ ｋ Ｎ 、

な ら び に 、 Ｐ Ｃ 鋼 線 （ 単 線 φ ７ ｍ ｍ ） の 場 合 、 ０ ． ７ Ｐ ｕ ＝ ４ ０ ． ８ １ ｋ Ｎ お よ び ０ ． ９

Ｐ ｙ ＝ ４ ５ ． ９ ｋ Ｎ と な る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 確 認 項 目 と し て は 、 セ ッ ト 量 補 正 の 施 工 性 お よ び ロ ー ド セ ル に よ り 測 定 し た 緊 張 荷 重 に

基 づ く セ ッ ト 量 補 正 の 有 効 性 で あ る 。

　 ・ セ ッ ト 量 補 正 の 施 工 性 に つ い て

　 図 ７ に 示 す Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 （ ７ 本 よ り 線 φ １ ２ ． ４ ｍ ｍ × １ ２ 本 ） お よ び 図 ８ に 示 す Ｐ Ｃ

鋼 線 （ 単 線 φ ７ ｍ ｍ × １ ２ 本 ） の い ず れ に お い て も 、 図 ６ に 示 す よ う に 全 箇 所 の セ ッ ト 量

補 正 を 行 う こ と が で き て お り 、 そ の 施 工 性 を 確 認 す る こ と が で き た 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 な お 、 反 力 架 台 ２ ０ ０ 、 ２ ５ ０ の 切 欠 部 ２ ０ ８ 、 ２ ５ ８ に 加 え て 切 欠 部 を さ ら に １ 箇 所

追 加 し て 、 棒 状 部 １ ０ ０ Ｂ ６ 、 １ ５ ０ Ｂ ６ を 用 い た シ ム Ｂ １ ０ ０ Ｂ 、 １ ５ ０ Ｂ の 回 転 （ 移

動 ） 状 況 を 確 認 し た り 、 シ ム Ｂ １ ０ ０ Ｂ 、 １ ５ ０ Ｂ の 移 動 （ 回 転 ） を ガ イ ド し た り す る こ

と も 好 ま し い 。

　 ・ セ ッ ト 量 補 正 の 有 効 性

　 緊 張 荷 重 の 推 移 を 、 Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 （ ７ 本 よ り 線 φ １ ２ ． ４ ｍ ｍ × １ ２ 本 ） に つ い て 表 １

に 、 Ｐ Ｃ 鋼 線 （ 単 線 φ ７ ｍ ｍ × １ ２ 本 ） に つ い て 表 ２ に そ れ ぞ れ 示 す 。 Ｐ Ｃ 鋼 材 １ 本 毎 の

緊 張 力 （ ０ ． ７ Ｐ ｕ ） 、 荷 重 差 （ 表 中 の 丸 数 字 ３ ） 、 補 正 量 （ 表 中 の 丸 数 字 ７ ） の 関 係 か

ら 以 下 の よ う な 結 果 が 得 ら れ た 。 な お 、 定 着 荷 重 ＝ 緊 張 力 － 荷 重 差 の 平 均 値 、 補 正 後 荷 重

＝ 定 着 荷 重 ＋ 補 正 量 の 平 均 値 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 （ ７ 本 よ り 線 φ １ ２ ． ４ ｍ ｍ × １ ２ 本 ）

　 緊 張 力 ： １ １ ２ ｋ Ｎ

　 定 着 荷 重 ： ８ １ ． ５ ｋ Ｎ （ ＝ １ １ ２ － ３ ０ ． ５ ）

　 補 正 後 荷 重 ： １ ０ ４ ． ２ ｋ Ｎ （ ＝ ８ １ ． ５ ＋ ２ ２ ． ７ ）

　 こ れ ら か ら 定 着 時 に は セ ッ ト 量 の 発 生 に よ り 緊 張 力 に 対 す る 定 着 荷 重 の 比 率 は ７ ２ ． ８

％ （ ＝ ８ １ ． ５ ｋ Ｎ ／ １ １ ２ ｋ Ｎ × １ ０ ０ ） ま で 減 少 し て し ま っ て い る が 、 本 実 施 の 形 態

に 係 る セ ッ ト 量 補 正 方 法 に よ り 補 正 後 は 緊 張 力 に 対 す る 補 正 後 荷 重 の 比 率 は ９ ３ ． ０ ％ （

＝ １ ０ ４ ． ２ ｋ Ｎ ／ １ １ ２ ｋ Ｎ × １ ０ ０ ） ま で 回 復 し 、 ２ ０ ． ２ ％ （ ９ ３ ． ０ － ７ ２ ． ８

） が 回 復 で き て い る 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】

　 Ｐ Ｃ 鋼 線 （ 単 線 φ ７ ｍ ｍ × １ ２ 本 ）

　 緊 張 力 ： ４ ０ ． ８ １ ｋ Ｎ

　 定 着 荷 重 ： ２ ３ ． ３ １ ｋ Ｎ （ ＝ ４ ０ ． ８ １ － １ ７ ． ５ ）

　 補 正 後 荷 重 ： ３ ２ ． ３ １ ｋ Ｎ （ ＝ ２ ３ ． ３ １ ＋ ９ ． ０ ）

　 こ れ ら か ら 定 着 時 に は セ ッ ト 量 の 発 生 に よ り 緊 張 力 に 対 す る 定 着 荷 重 の 比 率 は ５ ７ ． １

％ （ ＝ ２ ３ ． ３ １ ｋ Ｎ ／ ４ ０ ． ８ １ ｋ Ｎ × １ ０ ０ ） ま で 減 少 し て し ま っ て い る が 、 本 実 施

の 形 態 に 係 る セ ッ ト 量 補 正 方 法 に よ り 補 正 後 は 緊 張 力 に 対 す る 補 正 後 荷 重 の 比 率 は ７ ９ ．

２ ％ （ ＝ ３ ２ ． ３ １ ｋ Ｎ ／ ４ ０ ． ８ １ ｋ Ｎ × １ ０ ０ ） ま で 回 復 し 、 ２ ２ ． １ ％ （ ７ ９ ． ２

－ ５ ７ ． １ ） が 回 復 で き て い る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 以 上 の よ う に 、 Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 （ ７ 本 よ り 線 φ １ ２ ． ４ ｍ ｍ × １ ２ 本 ） の 場 合 に は ２ ０ ．

２ ％ 、 Ｐ Ｃ 鋼 線 （ 単 線 φ ７ ｍ ｍ × １ ２ 本 ） の 場 合 に は ２ ２ ． １ ％ と 、 い ず れ も 約 ２ 割 程 度

は 回 復 で き て い る 。

　 以 上 の よ う に 、 緊 張 荷 重 の 推 移 か ら 判 断 し て 、 セ ッ ト 量 に よ り 低 減 し た 荷 重 が 補 正 さ れ

て お り 、 そ の 有 効 性 を 確 認 す る こ と が で き た 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

【 表 １ 】

【 ０ ０ ５ ０ 】
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【 表 ２ 】

【 ０ ０ ５ １ 】

　 以 上 の よ う に し て 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 鋼 材 の セ ッ ト 量 補 正 方 法 に よ る と 、

（ Ａ ） シ ム Ａ お よ び シ ム Ｂ が 大 き な 体 積 を 有 す る も の で は な く 、 か つ 、 わ ず か に シ ム Ｂ を

回 転 さ せ る だ け で よ い の で 、 作 業 空 間 が 狭 小 位 置 に お い て 、 セ ッ ト 量 を 補 正 す る こ と が で

き 、

（ Ｂ ） シ ム Ａ お よ び シ ム Ｂ が Ｐ Ｃ 鋼 材 の 軸 芯 を 対 称 中 心 と し た 形 状 を 備 え る の で 、 支 圧 状

態 を 偏 心 さ せ る こ と な く セ ッ ト 量 を 補 正 す る こ と が で き 、

（ Ｃ ） わ ず か に シ ム Ｂ を 回 転 さ せ る だ け で よ い の で 、 容 易 な 作 業 で セ ッ ト 量 を 補 正 す る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 な お 、 今 回 開 示 さ れ た 実 施 の 形 態 は す べ て の 点 で 例 示 で あ っ て 制 限 的 な も の で は な い と

考 え ら れ る べ き で あ る 。 本 発 明 の 範 囲 は 上 記 し た 説 明 で は な く て 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て

示 さ れ 、 特 許 請 求 の 範 囲 と 均 等 の 意 味 お よ び 範 囲 内 で の す べ て の 変 更 が 含 ま れ る こ と が 意

図 さ れ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 本 発 明 は 、 Ｐ Ｃ 鋼 材 に よ り プ レ ス ト レ ス を 付 与 す る 場 合 に 発 生 す る セ ッ ト 量 の 補 正 方 法

に 好 ま し く 、 狭 小 位 置 に お い て も 支 圧 状 態 を 偏 心 さ せ る こ と な く 容 易 な 作 業 で セ ッ ト 量 を

補 正 す る こ と が で き る 点 で 特 に 好 ま し い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 １ ０ ０ Ａ 、 １ ５ ０ Ａ 　 シ ム Ａ （ 第 １ の 薄 板 ）

　 １ ０ ０ Ｂ 、 １ ５ ０ Ｂ 　 シ ム Ｂ （ 第 ２ の 薄 板 ）

　 ２ ０ ０ 、 ２ ５ ０ 　 反 力 架 台 （ チ ェ ア ー ）

　 ３ ０ ０ 　 定 着 具 （ 定 着 グ リ ッ プ ）

　 　 ３ １ ０ 　 ウ ェ ッ ジ

　 　 ３ ２ ０ 　 ス リ ー ブ

　 ４ ０ ０ 　 支 圧 板

　 ５ ０ ０ 　 Ｐ Ｃ 鋼 線

　 ６ ０ ０ 　 ジ ャ ッ キ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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